












ームページの閲覧，インターネットによる情報の検索などを‘行いました.私自身， unix 4.2 BSD 
の時代より unlXに慣れ親しんでいたために unlXを教えておけば間違いないと考え， unixの基本
操作習得を中心に演習を行ってきました.しかし，なかなか学生の習熟度上がらなかったのも現実
です.平成9年度からはパソコンの OSがMS-∞Sから Windows95に変更されたので，演習の内容を




































レーション，レントゲン写真に対する画像処理， CT (図 1)，MRI，デジタルレントゲン写真，顎















え方やモデル化の方法，シミュレーション手法，情報の可視化手法(図 2，図 3) 
(3)情報社会に参画する態度
情報・コンピュータネットワークに対するモラルやマナー，プライパシ一保護，著作権，コ
ンピュータdr!.罪，コンピュータセキュリテイ
このように，情報処理の基礎から歯科に関する情報処理までを 1単位でカバーするには時間的に
無理があるようです.幸いにも，現在の歯学部では情報処理概論が必修となっているため，この情
報処理概論と情報処理演習をうまく連携させれば，以上のような内容の情報教育でも十分到達でき
る教育目標であると考えられます.これからの歯学部での情報教育を充実させるには，情報処理概
論と情報処理演習の 2単位を必修にして教育内容を十分に検討する時期ではないでしょうか.
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図1 CT薗像の3次元再構築
原画像 歯列上の睦合圧分布
図2 AVSによる可視化の一例
ν 
図3 下顎運動の可視化
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